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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，障害児における運動動作と周囲のコミュニケーションに

関してバイオメカニクス学的に検討することであった．対象は自閉症 15 名とダウン症 8 名とした．運動

種目は立ち幅跳びとし，指導者による集団指導を行って指導前，指導終了直後，指導終了 1年後での身体

関節角度を計測した．自閉症児・者とダウン症児・者は指導前にはそれぞれ特徴的な立ち幅跳び動作がみ

られた．また，指導によっていったん学習された動作は、児童期と青年期の障害児においても 1 年後で維

持されていた．障害児の運動特性を知り，その特徴をとらえた上で指導を行っていくべきであると考えら

れた． 

 
研究成果の概要（英文）：  

The purpose of this study was to analyze the relation of motion and communication among children 

with disabilities by biomechanical methods. Fifteen male autism persons and 8 male down syndrome 

persons participated in this study. The subjects were instructed standing long jump by group 

education. The performance of standing long jump was monitored by video camera and the range of 

motion was analyzed. The pattern of standing jump was different between autism and down syndrome 

persons before instruction and this pattern was maintained after 1 year. Our study suggested that 

we should know these characteristics of the motion when teaching children with disabilities. 
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１．研究開始当初の背景 

 世界的に障害のある子どもは，原始社会か

ら古代，ギリシャ時代の間，厳しい生存競争

のために抹殺されてきた歴史があった．ロー

マ時代から中世においても身体の不自由な

子どもは恐怖と迷信の対象と思われてきた

ため，1900 年代までは障害児の問題につい

ては社会的に関心を集めることが出来なか

った． 

 障害児の研究に関心が払われるようにな

ったのは比較的最近になってからである．第

1 次世界大戦および第 2 次世界大戦の際に，

戦争による傷病者に対する治療が世間の関

心を集めると同時に障害児に対する注目も

浴びるきっかけとなった．1940 年代には，

障害者に対する機能訓練施設や社会復帰の

ための作業工場などの施設が設立しはじめ，

1960 年代の初めには，障害者や精神薄弱児

に対する体育およびスポーツ活動の重要性

が指摘されるようになってきた．1965 年に

JF ケネディ基金から授与された財政的援助

によりアメリカ保健体育，レクリエーション

協会（AAHPER）が設立され，精神薄弱児の

レクリエーション的経験と体力を向上させ，

促進するために精神薄弱児のためのレクリ

エーションと体力促進プログラムが作成さ

れた．この会の設立はすべての障害をもつ

人々のための体育・スポーツに対する関心を

もたせ，情報を提供するなど非常に大きな影

響力をもつこととなった． 

 我が国においても障害者に対する体育や

スポーツの設備・環境面でサポートする変化

がみられるようになってきたのは近年のこ

とである．特に，研究面における障害児への

運動活動の取り組みが始めるようになった

のはごく最近である．高橋らは自閉症をもつ

児童に対するスポーツの意義として，身体的

な運動能力や健康増進だけではなく，自らす

すんで運動しようとする自発的・自主的な気

持ちや行動を向上させること，集中力の持続，

情緒の安定などをあげている．しかしながら，

障害児は様々な病態や基礎疾患を有するこ

とが多く，他施設との比較検討研究なども難

しいことなどにより，障害児と運動およびス

ポーツの意義について科学的に評価した研

究が少ないのが現状であった．ところが，平

成 19 年 4 月から，「特別支援教育」が学校教

育法に位置づけられ，すべての学校において，

障害のある幼児児童生徒の支援をさらに充

実していくこととなり，指導現場においては

さらなる科学的な背景に基づいた指導が必

要とされてくるようになってきた． 

 今回我々は，基本動作である歩く，走る，

投げる 3つの動作をいかに障害児が行ってい

るか，また，障害児同志や指導者との間でこ

れらの身体活動がどのように影響されて変

化させているのかについて，バイオメカニク

ス的な観点からみた評価を行うとともに，こ

れらの動きと周囲とのコミュニケーション

の関係においても検討を行うことを目的と

する． 
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２．研究の目的 

 現在，障害者に対する体育・スポーツ指導

を行う場合には，様々な観点からみた指導方

法については議論中されている．しかし，こ

れらの運動指導は指導者個人の経験や勘に

よる部分が大きく，さらなる科学的な裏付け

が必要とされている．今回，我々は障害児の

スポーツ指導に基本となる，歩く，走る，投

げる動作に注目してバイオメカニクス的な



手法を用いて科学的な面から検討を行うこ

とを目的とした． 

 

３．研究の方法 

 対象は鳥取県のスポーツ教室に通う 6才か

ら 15 才までの障害児 24 名で，各個人のプロ

フィール，既往歴，現病歴，身長，体重，上

肢長，下肢長などの身体測定を測定した．研

究は以下の 3つの課題を設けた． 

研究課題 1：対象は男性の自閉症児・者 15

名，ダウン症児・者 8名の計 23 名であった．

立ち幅跳びは，両腕を固定した状態の跳躍

（両腕固定）と両腕を自由にした状態での跳

躍（フリー跳躍）での２つ方法にて行い，跳

躍距離，ビデオカメラによる画像解析，足底

荷重計を測定した． 

研究課題 2：対象は民間の体育指導教室に

通う小学 3 年生から 6 年生の自閉症児男子 5

名（全員が知的障害を重複），ダウン症児男

子 3名であった．普段から知的障害児に体育

指導を行っている指導者（指導歴 40 年）が

週 1回，1回につき 5～7分間の立ち幅跳び指

導を合計 4回行い，指導前と指導後の跳躍距

離測定，及び画像解析による跳躍の各局面の

所要時間と身体の関節角度を測定した． 

研究課題 3：対象は自閉症とダウン症の男

性児童 7名（児童群；自閉症 4名，ダウン症

3 名，平均年齢 11.0±1.0 歳），17 歳以上の

男性青年 11 名（青年群；自閉症 7 名，ダウ

ン症 4 名，平均年齢 22.0±5.0 歳）とした．

両群に対して立ち幅跳び指導を 7 週間（週 1

回，1回につき 5～7分間）行った．測定は立

ち幅跳び動作をビデオカメラで撮影し，得ら

れた画像より跳躍距離，肩関節運動範囲，最

大沈み込み時の膝屈曲角度と股関節角度、跳

び出し時の股関節角度を指導前、指導終了直

後、指導終了 1年後で計測し、比較検討を行

った． 

 

４．研究成果 

研究課題 1：跳躍距離においては自閉症

児・者とダウン症児・者の間では両腕固定と

フリー跳躍ともに有意な差は認められなか

った．しかし，最大沈み込み時から跳び出し

時までの所要時間は、自閉症児・者はダウン

症児・者に比して両腕固定，フリー跳躍で有

意に短く（P＜0.01），跳躍時の最大垂直圧力

では、両腕固定，フリー跳躍ともに有意に高

い値を示した（P＜0.01）．今回の研究より，

自閉症児・者とダウン症児・者では立ち幅跳

びにおける跳躍距離の違いは認められなか

ったが，バイオメカニクス的には異なる運動

様相を認めた．指導者はこれらの運動様相の

違いを理解した上でそれぞれの特性に応じ

た指導を行うことが必要であると考えられ

た． 

研究課題 2：跳躍距離は、指導によって自

閉症児（p＜0.05）及びダウン症児(p＜0.01）

ともに指導前と比して有意に増加した．跳躍

全所要時間は指導前には自閉症児に比べて

ダウン症児で有意に高く（p＜0.05），指導後

には指導前と比較して自閉症児およびダウ

ン症児ともに値が有意に増加した(p＜0.01）．

各跳躍局面でみると指導後には指導前と比

較して自閉症児では静止時から最大沈み込

み時までの所要時間が(p＜0.01），ダウン症

児では跳び出し時から着地時までの所要時

間が延長した（p＜0.05）．関節角度において

は，指導前と比較して指導後に肩関節の運動

範囲は増加した（自閉症児 p＜0.01,ダウン症

児 p＜0.05）． 

研究課題 3：跳躍距離は児童群と青年群の

いずれも指導前と比較して指導終了直後の

値は高く（p＜0.01），指導終了 1年後におい

ても，児童群（p＜0.01），青年群（p＜0.05）

で有意に高かった．また，肩関節運動範囲は、



両群とも指導前と比べて指導終了直後、指導

終了 1 年後の値は有意に高かった（児童群 p

＜0.01、青年群 p＜0.01）．最大沈み込み時お

よび跳び出し時股関節角度は，青年群では指

導前に比べて指導終了直後で有意に増加し

たが，指導終了 1年後では有意な差は認めら

れなかった（p＜0.05）． 

本研究結果より総合的に考察すると，自

閉症児・者とダウン症児・者の立ち幅跳び

の指導によっていったん学習された動作は，

年齢に影響されることなく，指導を休止し

てもかなりの程度維持されていた．今回、

集団指導を行い立ち幅跳びの指導効果につ

いて検討したが、さらに遠くに跳ぶ動作を

習得するためには、最大沈み込み時と跳び

出し時の下肢の動作指導が検討課題である． 

本研究より，指導者は障害児がもつ運動

特徴を捉えた上で，指導方法を検討してい

くことが望まれる． 
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